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                             校 長 青 木 俊 哉 

担任最後の時期を過ごした武蔵野市では、長期宿泊体験学習を実施しており、高学年担任の多かった私は、毎

年のように児童を引率しておりました。実施地の一つであった山形県遊佐町で当時教育委員長を務められた高橋

石雄氏が、現地での最後の朝に子供たちに話してくださった言葉を、今号のタイトルにしました。この後話は、

「どれだけお願いしても、天気は言うことをきかねえ。技術が進歩しても、たくさんお金を積んでも、どんな偉

い人がその力を使おうとも、何をしても天気は変えられない。変えられないから、天気通りに動くしかねえんだ。」

「みんなも、ここ（遊佐）へ来たら、雨だから何もしない…ってことはない。雨だけど何かする、何とかする。

そう動くしかねえんだ。天気だけは人間の思い通りにはならねえからなぁ…。」と続きます。子供向けにゆっくり

話してくださったものの、聞き取りの難しい庄内弁の言葉は、行くたびにお会いしていた私にも難解でしたが…。 

長い休みの間、「天（空）の怒り」ではないかと思うような気象状況が続きました。連日の酷暑、落雷、ゲリラ

豪雨、そして迷走する台風。沸き立つように突然黒い雲が現れ、あっという間に激しい雨と風、わずか数分で一

変する天候に、泣かされた方も多かったことと思います。地下から噴き出す水の勢いでマンホールが吹き飛ばさ

れ、階段やエスカレーターに滝のように水が流れ落ちるニュースには、凍り付く思いでした。テレビでは練馬区

のニュースが報じられることも多く、心配する毎日でもありました。加えて、日向灘や神奈川県西部を震源とす

る強い地震が連続し、南海トラフの危険性にも神経を尖らせ、張り詰めた気持ちになったものでした。 

「思い通りにならない状況に出会ったとき・・・人はどうするか!?」きっと“何とかしよう”とするでしょう。

困難な状況を取り除く努力をする、困難に打ち勝つ手だて（改善策）をとる、その状況下でできることを考える、

無理をせず一旦様子を見る…、何が適策かはわかりません。人の言う最適解が、自分にとってのベストな選択か

もわかりません。でも、何とかする、何とかしようとする…、冒頭の話を思い出しておりました。 

これからの時代を生きる（生き抜く）子供たちには、こういった“困難に立ち向かい、打ち勝つ方法を考え、

生み出し、実践する力”が求められていきます。この夏公表された国の学力調査からも、これからの時代、混沌

とした未来に向かう子供たちに必要な力として、困難に立ち向かうために、“情報を収集・整理し、状況を把握し、

実現可能な手だてを見出す力”が求められていくことが伝わります。（難解な問題の先にあるものを想像し、諦めず、

一つ一つ丁寧に、自分なりの方法でｱﾌﾟﾛｰﾁし、解にたどり着く…そんな問いが多かったのも、このためでしょうか…!?） 

 ２学期を迎えた子供たち、思い通りに進まないこと、思うような結果が得られないこともあるとは思いますが、

「学校は楽しいところだ」を意識し、ピンチをチャンスに変える発想の転換と、困難な時に力を発揮するための

日頃からの努力を求めていきます。子供たちの成長に向け、歩みを支えていただきますよう、お願いします。 

どんなことがあっても人間の思い通りにはならないもの…それは天気だ。 
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